
巻 頭 言

学 会 の 魅 力 と 求 心 力

この度，小堺加

に

才

身

の

を

身

投

で

じ

あ

て

り

参

な

り

が

いま学会が取組

智夫前会長の後任として，学

た

ら

い

学

むべ

と

会

存

長

じ

を

ま

引

す

き

。

受けた自戒の

き事業は幾つもあります

会長をお引き受けすることに

念と

。そ

，それがこれからの人生

の中で，学会組織として

なり

学
（国

会
立

長
が

ました。

ん

福
セン

喜
タ

何分，浅

多
ー中

博
央病

学非

院

義
）

の再

最も

出発と思い，学会運営

重要となるのが会員数

時

す

メ

で

で

代になってい

。これは

ー

す

は

。

カ

あ

会

独

り

の

自

ま

，

根

で

せ

大

幹

開

ん

ま

学

を

催

。

す

学

。

会の魅力とは

を研究し，もって

す。

と受

成

す

で

す

る

は

そのため

験生の関

の

研

い

は

っ

究

会

た

会

員

い

な

，如何

係と同じ

で

何

ど

あ

が

が

り

原

あ

，

に魅

よ

因

り

そ

，

し

う

の

力

に

多

て

会

何で

医療

しょうか？。会則第 3

の発展に も寄与するとと

ある学

，学

い

い

員

と

る

減

き

の

会作り

会は会員

少

に

で

と

は

し

い

一

ょ

う

をするか

を選別す

日

う

現

か

3件

。

は

の

学

，

がわ

る

研

会

運

究

，

の

営

れ

で

会

研

上

条に本

に会

学会の目的が記されて

員の資質の向上ならびに

われ役

はな

が

究

危

重

会

機

な

の

員の課

く，会員

的

る

多

状

こ

さ

況

，

と

と

題だと言

は学会を

そ

も

言

れ

良

っ

に

く

て

加

あ

も

えま

選

え

り

過

ぶ

ま

て

言

います

相互

。 本会は核医学技術

の親睦をはかることを

努

位

稿

し

目

力しなければ

を取得す

す

会

的

本

る

誌

と

会

こ

に

す

は

と

投

る

る

核

が

稿

。

医

会

道

し

な

員

と

学

理

て

会員の資質の

会

現

的な評価が得

在150名ほど

ら

の

りま

が多

謳

技

で

頂

わ

術

す

く

れ

を

せん。

くなって

。

こ

て

研

所

と

い

究

謂

が

ま

し

イ

使

非

，

ク

員

いますが

す

ン

命

。

に

パ

で

つ

ク

す

い

ト

が

，

て

フ

，

は

是

ァ

会

向上

れな

会員が

につい ほては，十数年

ければ，

認定を

自己満足に終

うけています

わ

。

本誌

学

タ

に

術

ー

と

団

に掲載し

の

っ

体

高

て

で

い

は

あ

学

投

た論文が

る

会

稿

か

誌

論

ら

を

文

に

目

が

学

は

指

学

，

位

す

術

論

会

こ

的

ど前か

って

この認

ら本学会では核医学技

しまいま

定制度

す。 年前

が自己研鑽には

文と

員

と

に

か

に

広

なる時代

ら

な

く

広

り

認

く

ま

め

研

す

ら

が来るよ

究

。

れ

論

最

る

文

近

会

を

は

誌

う

募

，

に

に

学

投

集

術者

役立

認定制度を立ち上げ，

検査が

つと思わ

保険収載され

れますが，社

度

会

を

た

相互の親睦

にステッ

，

行

折

放

う

，

射

専

施

線

任

設

プ

技

の

基

ア

術

放

準

を

ッ

学

射

が

は

親

核

睦

医

も

学

は

会

か

員

る

で

必

も

要

れは協賛メーカも

はかる

プす

会

線

設

，

技

け

につ

る必要が

放

師

ら

射

が

れ

線

い

ま

技

る

し

いては，

あります

師

こ

た

会

と

。

な

が

そ

ど

義

の

会員

。

関

務

中

連

付

の

の

学

け

一

あ

が

り

あ

同様

ま

り

す

ま

。

す

そ

。

の

最

よ

初

う

に

な

，

会

核

員

医

に

学

であります。核医学会と

親睦を

会

ら

項

と

れ

目

はかる

協

ま

に

力

し

ポ

し

た

ジ

て

。

ト

のは言う

共

こ

ロ

同

れ

ン

で

を

断

2

認

機

層

まで

定

会

撮

を

に

影

F

も

D

行

，

に

と

会

っ

総

の共

て

会

は

と

，

の

総

共

会

同

参

開

加

催

の

が

た

あ

め

り

の

ま

同開催は近い将来に向け

あり

G

い

本

係

P

，

学

る

E

ませんが

T

社

会

製

会

の

剤

的

認

の

に

定

取

，他学会

認

制

扱

知

度

い

さ

を

及

れ

核

び

との

た

医

撮

制

学

影

経

す

費

。

取組

負

現

担

在

を

本

強

学

い

会

て

会

お

員

り

の

，

多

こ

く

む必要があります。次

は

あ

長

に

ないでし

これらの

り

を

SN

ま

本

M

す

学

T

。

会

ょう

課

と

ま

総

ど

題

た

会

か

に

の

韓

に

ご協力とご支援を

。こ

取り

よ

国

お

う

や

招

な

れは，し

組み解決

中

き

連

国

し

携

な

て

を

ど

い

いては会

すること

図

近

ま

っ

隣

す

て

諸

が

い

国

，

員の

に

く

を

一

よ

か

始

方

増

り

が

め

通

お願いいたします。

加に

学会

大

と

行

し

的

き

つながる

の求心力

た

な

な

広

交

テ

く

流

ー

諸

で

マ

のとだと

が強まり

外

あ

と

国

り

な

と

，

る

の

相

で

考え

，

交

互

し

そ

流

の

ょ

て

れ

も

親

（ i ）

いま

が魅

う

重

睦

。

要

が

こ

す。是非

力ある学

で

な

こ

あ

さ

数

る

れ

年

と

て

，会員各

会となる

は

考

い

S

え

な

NM

ま

い

T

す

反

位の

の

の

。

省

で

が

会




